
 
令和元年度 

（２０１９年度） 

事業報告書 

 

 

 

 

 
社会福祉法人佐用福祉会 

 
障害者支援施設 いちょう園 

グループホーム たんぽぽ 

相談支援事業所 すまいる 

地域活動支援センター あさぎり 
  



 

 

 

目次 

 

 

I.    法人実態・・・・・・・・・・・・・・・・1 

II.    理念・基本方針・・・・・・・・・・・・・2 

III. 令和元年度事業計画の実施状況について ・・4 

IV.    各事業所報告・・・・・・・・・・・・・・5 

V.    人事育成報告・・・・・・・・・・・・・・17 

VI.    設備修繕報告・・・・・・・・・・・・・・22 

VII. 資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・23



1 

サビ管
山根と所長

山根ひ所長

茅原主任 山根主任 花尾主任

相談支援 グループホーム

あさぎり作業所
すまいる たんぽぽ

寺田事務長

影山主任

給食業務

委託業者

腰前副主任

企画推進室事務管理全般 ぎんなん寮 のぞみ寮 通所部 生活部 作業部 企画運営部 保健部

河野主任

井上と副主任 寺田け副主任 岡野副主任 神崎副主任 岡野副主任

衣畑主任 黒川主任 山根主任 衣畑主任 山根主任

松浦
統括施設長

サービス管理責任者
山根課長・衣畑主任

茅原所長

社会福祉法人　佐用福祉会　組織図
令和元年度

尾﨑理事長

寺田執行理事 法人事務局 法人役員

山根課長

Ⅰ．法人実態 

 

1. 職員実態及び運営組織図 

①職員実態 

 

 

 

②運営組織図 
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Ⅱ．理念・基本姿勢・行動基準 

 

1. 基本理念 

理 念 

 おもいやりのこころを大切にし、サービスの提供を行います。 

 

基本姿勢 

① 常に安心、安全を最優先し、ご利用者の信頼に応えます。 

② 地域福祉の拠点として、ニーズに応える法人となります。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて、職員の幸せを築きます。 

 

 

〇おもいやりのこころ 

私たち人間は障害のある人、健康な人、誰もが弱点、欠点、もろさをもっている。その人間同士が

日々生活の中で時には対立し、また、共鳴して互いに支え合い分かち合って生きています。おもいや

りというのは、人間として平等な立場で相手のことを深く考え、何をしてあげるのがよいのか、何を

してはいけないのかを思いやることです。 

 

 〇感謝のこころ 

自分が感謝の念を誰かに、何かに対して持つ時、いつか、誰かから、何かから感謝されていること

でしょう。「ありがとう」と言葉を発した時に人は幸せを感じるでしょう。自分はいつも周りの人か

ら支えられているんだと、感謝の念を持つことにより、人への接し方が柔らかく丁寧になり、他人と

よりよい人間関係を築いていけます。 
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2. 行動基準 

 

① 佐用福祉会が求める人材像 

【おもいやり】     おもいやりの心で人を大切にできる人。 

【向上心】         自己を振り返り、自己啓発に努める人。 

【素直さ】         指示や注意を素直に聞き誠意を持って業務に取り組む人。 

【積極性】        「まずはやってみる」という意識を持つ人。 

【責任感】         責任を持って業務を最後までやりとげる人。 

 

② 佐用福祉会の宣言 

【安全、安心】     安全を最優先し、ご利用者が安心できるように努めます。 

【個人情報】       プライバシーに最大の注意をはらい、個人情報を守ります。 

【言葉遣い】       わかりやすい、やさしい言葉遣いで接します。 

【ご利用者対応】    ご利用者の訴えや悩みに耳を傾け、誠意を持って対応します。 

【ご利用者視点】   ご利用者の立場に立って考え、行動します。 

 

③ 佐用福祉会職員が守るべきルール 

【時間】           日課の始まり、会議の始まりなど時間厳守します。（5分前行動） 

【仕事の優先順位】 仕事に優先順位を設定し、迅速にとりおこないます。 

【職場ルール】   就業規則を遵守します。 

【協力】      ご利用者を最優先に考え、職員同士協力します。 

【報連相】     報告、連絡、相談は適切、迅速に行います。 

 

④ 佐用福祉会職員に必要とされる接遇 

【笑顔】           笑顔で気持ちのよい挨拶をします。 

【身だしなみ】     清潔な身だしなみを心がけます。 

【感謝】          「ありがとう」の言葉を発してよりよい人間関係を築きます。 

【気配り】         気配り、心配りができるようにします。 

【健康管理】        健康管理に気をつけ、ゆとりを持ち対応します。 

 

⑤ 佐用福祉会が目指す職場風土 

【挨拶】           オアシス（おはようございます、ありがとう、失礼します、すみません）を意識

実践します。 

【傾聴姿勢】       相手の話を最後まで聞きます。 

【コスト意識】     省エネに心がけます。（電気の消灯、冷暖房の使用基準の遵守等） 

【整理整頓】       5S（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）を心がけます。 

【チームワーク】    様々な意見も素直に聞き入れ、和を大切にします。  
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Ⅲ．令和元年度事業計画の実施状況について 

 

１．短期目標報告 

 

【法人本部】 

○内部管理体制の構築 

 内部管理体制基本方針の素案を作成し、経営戦略会議にて検討を行った。 

 

○就労継続支援 B 型事業所開設へ向けての準備 

 単独事業所ではなく、多機能型としての認可を受けた。 

 事務所の設計、改築。作業内容の検討、委託先との契約（佐用町、朝陽ヶ丘荘）。 

 利用者の検討、就労アセスメント、個別支援計画作成、契約。 

 

○女性用グループホーム 

 賃貸物件の仮契約。耐震検査、設計依頼。改築見積もり。 

 施設整備等補助金の申請。 

 利用者の検討。 

 地域住民への説明会実施。 

  

○公益事業への取り組みの研究 

佐用町社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット佐用）への参画。 

いちょう園祭り等、地域の方が参加できる行事を開催。 

町内行事（吉福三宝荒神祭、佐用地域づくりフェスタ、皆田和紙大博覧会等）への出店。 

民生委員の事業所見学受け入れ（9 月 6 日、京都府大山崎町民生委員） 

兵庫県社会福祉協議会主催の地域福祉ゼミナール（全 4 回）を 1 名受講。 

 

○外部招聘研修の充実 

（P18 に詳細を記載） 
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【障害者支援施設いちょう園】 

○虐待防止とプライバシー遵守 

 身体拘束同意書様式作成。該当利用者の保護者説明、同意と捺印を頂いた。 

 全職員対象に虐待防止研修を行った。 

 

○高齢利用者のライフステージの変化を見定め、支援環境を見直す。 

 口腔内ケア等、高齢の重度者対象に支援内容の見直しを行った。 

 

○非常時緊急時の為の、安心安全マニュアル作成 

 警備防犯マニュアルを作成。 

 

○新規利用者の確保及び安定利用 

 特別支援学校を訪問、PR を行った。（西はりま特別支援学校、誕生寺支援学校弓削校他） 

 通所部の長期欠席者へ訪問支援と登園の促しを行った。 

  

○短期入所希望利用者の受け入れ強化と家族支援の充実 

 日中一時支援を含め、長期休暇期間等に対象利用者へ個別に連絡を取り、予約へ繋げた。 

 相談支援事業所と連携を取り、施設見学希望者の依頼をその都度受け入れ、利用に繋げた。 

 

 

【グループホームたんぽぽ】 

○地域行事への積極的な参加と連携 

 栄町第 9 隣保所属として、自治会活動・隣保活動へ参加した。 

 各イベントにて出店販売を行った。 

 地域内のイベント情報を利用者へ提供し、参加を促した。 

 

○居室の改修によるプライバシーの確保 

 2 階和室の間仕切り（襖）を改修し、壁による仕切りを作った。 

 

【相談支援事業所すまいる】 

○地域生活支援拠点事業の啓蒙活動、事業所間の連携体制づくり 

 佐用町自立支援協議会をはじめ、各会合にて事業の紹介、協力依頼を行った。 

 各個別ケースの中から、必要に応じて情報提供。 

 令和元年度新規登録者 4名。 

 

○相談員の人材育成 

 毎週及び月例会にて情報共有。モニタリング面談への同行。 

 各個別ケースの引継ぎ、助言指導。 
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【地域活動支援センターあさぎり】 

○利用率の向上 

 現在登録 15名。 

 病院、相談支援事業所と連携を取り、受け入れ可能な方の検討を行った。 

 毎週金曜日を食事提供の日とした。 

 いちょう園の行事（園まつり、納涼祭、クリスマス会、毎月のバイキング）へ参加、交流を行った。 

 

○法人理念の浸透 

 職員間で、就業前に唱和を行った。 

 

○安定した作業の確保 

 各業者と連携を取り、作業が途切れることなく行うことができたが、2 月以降、コロナウイルスの影

響で、一部の内職作業が途切れた。 

 

○職員の育成 

社労士による研修を実施。職員間による意識の統一を図った。 

毎月 2～3日、いちょう園との兼任の職員を派遣し、業務指導を行った。 

 

○業務手順の標準化 

 業務内容の洗い出し、共通認識を行った。 

 業務マニュアルの素案を作成した。 
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Ⅳ．各事業所報告 

1．法人本部 

 以下の通り開催した。 

〇理事会 

  開催日 出席者 

222 回理事会 R1.6.6 理事長他、理事 5 名・監事 2 名 

223 回理事会 R1.6.21 理事長他、理事 5 名・監事 2 名 

224 回理事会 R1.12.3 理事長他、理事 5 名・監事 2 名 

225 回理事会 R2.2.6 理事長他、理事 5 名・監事 2 名 

226 回理事会 R2.3.23 理事長他、理事 5 名・監事 2 名 

 

〇評議員会 

  開催日 出席者 

第 11 回評議員会 R1.6.21 理事長・評議員 7 名・監事 2 名 

第 12 回評議員会 R1.12.10 理事長・業務執行理事・評議員 7 名 

第 13 回評議員会 R2.2.13 理事長・業務執行理事・評議員 7 名 

第 14 回評議員会 R2.3.30 （※書面にて） 
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2．障害者支援施設いちょう園 

 

①【生活介護】 

１名の新規利用者があった。しかし 7 月ごろより欠席が増え、利用日数が伸び悩んでいる。 

6 月と 9 月に原因不明の肺炎が蔓延したが、支援場所を限定し対応した。 

近隣地域での行事参加を強化し、光都チューリップ園や南光ひまわり畑等に出かけている。また、地

域づくりフェスタや皆田和紙大博覧会での煎餅の出店販売も行った。新たな試みとして、クリスマス会

に学生ボランティア（ステージでの演芸、裏方手伝い等）をお願いし、学生様からも好評だった。 

肺炎に罹患された利用者２名が長期欠席となり、１名は 11/30 で退所され、１名は 2/13 死亡のため退

所となった。 

１月は、冬休みのための帰省とインフルエンザＡ型の蔓延で感染者が多数となり、生活介護を休業し

たため、利用率が下がった。 

３月より新型コロナウイルスのため、一部行事が中止になった。 

 

 

 

② 【施設入所支援】 

夜間及び土日祝日に、起床就寝支援、入浴支援、身辺管理、持ち物管理を行った。 

利用者 1 人ひとりが自分らしい生活を送れるように、プライバシーに配慮し、安心安全で居心地の良い居室や

生活となるよう、各担任職員を中心に、個人の特性に合わせた対応を行っている。 

2 名の利用者が特別養護老人ホームへの移行により、退所となった。（5/23 90 代女性、6/18 70 代男性）。

空いた居室には希望を募り、3名の利用者が通所部から入所部への移動となった。（4/1 50代男性、6/1 70代

女性、7/19 40 代男性） 

１月インフルエンザ蔓延により日課を変更し、消毒、換気、隔離個別対応を行った。それにより、おやつや入

浴等の日課を一時的に中止した。 

コロナウイルス対応のために、３月以降は不要不急な面会をお断りすることとなり、面会謝絶の状態が続いて

いる。 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

　　計 1,563 1,607 1,473 1,574 1,541 1,454 1,547 1,460 1,532 1,413 1,391 1,520 18,075

定員 1,584 1,656 1,584 1,656 1,656 1,584 1,656 1,584 1,656 1,656 1,512 1,656 19,440

利用率 98.67% 97.04% 92.99% 95.05% 93.06% 91.79% 93.42% 92.17% 92.51% 85.33% 92.00% 91.79% 92.98%

※定員数＝1日の定員×日数 H30年度利用率　94.19%

生活介護実績表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

　　計 1,486 1,524 1,480 1,518 1,492 1,488 1,550 1,500 1,516 1,495 1,449 1,548 18,046

定員 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,450 1,550 18,300

利用率 99.07% 98.32% 98.67% 97.94% 96.26% 99.20% 100.00% 100.00% 97.81% 96.45% 99.93% 99.87% 98.61%

※定員数＝1日の定員×日数 H30年度利用率　97.98%

施設入所支援実績表
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③【短期入所】 

長期利用をされていた利用者が施設入所支援へ移行し、大幅に減少となった。しかし、数か所の相談

支援事業所からの紹介で新規利用者も増えて定期的な利用に繋がった。また、日中一時支援を利用され

ている利用者も短期入所を利用されるようになった。 

施設内で 6月と 9月に発熱で静養者が多数発生、１月にはインフルエンザが蔓延した。その都度、施

設の状況を予約が入っている利用者に情報提供を行い、その期間はキャンセルとなった。 

今年度は、相談支援事業所や行政より家族のレスパイト目的の問い合わせが多くあり、その都度、見

学や面談を実施し、利用に繋がるように努めた。今後も可能な限り、地域のニーズに応じていきたい。 

 

 

④【日中一時支援】 

当施設の利用者の高齢化、重度化により介助に職員の人数や介助に要する時間が多くなり、本来の支

援が十分に提供できない事態となった。平成 31 年１月からマンツーマン対応の利用者に関しては日曜

日及び祝日の受け入れは中止し、土曜日は回数、人数等を限定せざるおえない状態だった。しかし、利

用者の他施設への移行等があり、令和元年度 7月より通常の受け入れ体制に戻した。 

施設内で 6 月と 9 月に発熱で静養者が多数発生し、１月にはインフルエンザが蔓延した。その都度、

予約が入っている利用者に情報提供を行い、その期間はキャンセルとなった。 

通所利用者の休園日の利用、他施設利用者の他施設帰りの数時間の利用、特別支援学校の休校日や長

期休暇（春休み、夏休み、冬休み）の利用、またご家族のレスパイト目的の利用など定着した利用があ

った。また、地域生活支援拠点事業登録利用者からの家庭事情により、急遽、受け入れしたケースもあ

った。新規では、令和 2年 4月から開設の就労継続支援 B 型事業利用予定の方が園に慣れることを目的

とした利用があった。 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合計利用日数 54 63 10 38 43 21 26 30 24 13 30 33 385

※平成30年度合計利用日数・・・694

短期入所利用実績表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合計利用日数 30 26 18 27 36 18 16 17 17 10 22 38 275

※平成30年度合計利用日数・・・261

日中一時支援利用実績表
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3．グループホームたんぽぽ 

  

 グループホーム「たんぽぽ」は、男性利用者４名が地域の中で生活している。 

 佐用町栄町第 9 隣保に所属させて頂き、隣保活動にも参加をしている。町内の高齢化が進み、地域行

事の担い手や、貴重な男手として期待されている面があり、近隣住民の方とも良い関係を気付くことが

できている。毎月のふれあい喫茶をはじめ、佐用地域の「龍山神社秋季例大祭」「納涼祭」へ参加を行

った。 

町内での活動報告として、三日月「武家屋敷マルシェ」、目高「利他の花咲く村」、南光地域「はなさ

きむら祭」、平福「朝陽ヶ丘荘納涼祭」、文化情報センター「皆田和紙大博覧会」、南光地域「播磨園祭」、

三日月地域「三原まつり」、佐用共立病院「一葉会秋祭り」にて製菓販売を行った。 

今年から保護者が変わる方があり、GW や夏冬の帰省が難しく、長期休み中もたんぽぽで生活をして

頂いた。休み中のお金の使い方アドバイス、喫煙の本数管理、薬の管理等の支援を行った。 

1 名、6 月に肺炎となり、いちょう園に登園せず、ホーム内で静養とし、いちょう園から看護師の派

遣を行った。 

利用者の個人活動としては、新聞配達を長年続けられ、神戸新聞社より 23 年勤続表彰を頂いた。寒

い日も暑い日も、雨の日も頑張ってこられたこれまでの功績を、ホームの皆でたたえ、お祝いした。 

敷地内の動きとして、プライバシー保護の観点から、2F 二間の間仕切りを業者に依頼し、壁を作っ

た。それにより、防音性能が上がり、喜ばれている。 

 今後も、「地域の一員として、地域から必要とされるグループホーム」「それぞれが、その人らしい生

活ができるホーム」を目指したい。 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

　　計 120 120 120 124 117 120 124 120 118 118 116 124 1,441

定員 120 124 120 124 124 120 124 120 124 124 116 124 1,464

利用率 100.00% 96.77% 100.00% 100.00% 94.35% 100.00% 100.00% 100.00% 95.16% 95.16% 100.00% 100.00% 98.43%

※定員数＝1日の定員×日数

共同生活援助実績表

H30年度利用率　97.12%
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4．相談支援事業所すまいる 

  

 平成 24 年 3 月に社会福祉法人佐用福祉会が佐用町からの委託を受けて、障害者相談支援事業所「す

まいる」を立ち上げてから、少しずつこの事業が浸透し、障害児者のケアマネジメントを展開しながら、

主に在宅で生活しておられる方からの相談を受けて、情報提供や福祉サービスの利用、関係機関への結

びつけ、調整を行ってきた。 

障害者総合支援法において、平成 27 年 4 月以降は市町村が支給決定を行うに際し、サービス等利用

計画案等の提出を求めるものとなり、計画相談支援の完全施行（障害福祉サービスを利用する障害のあ

る人にサービス等利用計画の作成）になった。その結果、佐用町では充足した状況（令和 1 年 12 月現

在、障害者総合支援法分 100％、児童福祉法分 100％）であり、必要な方に計画相談支援を届ける事が

できた。 

 主な相談内容として、 

・摂食障害がある為、精神科病棟を退院後、独り暮らしをするのでサポートしてほしい 

・20 年以上のひきこもりで、孤立した生活を送っており、親亡き後の事を心配している 

・親亡き後に、生活困窮の為、就労や生活支援を要している 

・難病（ＡＬＳ）の為、在宅で入浴が困難なので、福祉サービスを利用したい 

・身体の不自由はあるが、施設を退所して、独り暮らしをしたい 

・特別支援学校卒業後の進路や福祉サービスの情報について知りたい 

・発達に応じた子どもの療育を受けさせたい 

等々、身体・知的・精神・発達・難病等の障害を有される方から多種多様な相談があり、相談支援を通

じて事業所・サービスの利用へと繋がった。福祉サービスの導入や就労に繋がったケース、ご家族の負

担軽減を図れたケース、現状の課題を少しでも改善できたケースがあった反面、遅々として進捗してい

ないケースや伴走型の相談体制で経過を見ているケースもある。特に利用者個別の課題だけでなく、家

庭全体を含んだ複合的な問題や家族の支援力の弱さから、家族支援や複数の他機関との連携によって、

手厚いサポートが必要になってきている。また発達検査や就園・就学前から療育を希望される児童が増

加している事へ対応し、特別支援学校や地域の小・中学校との連携を図っていく事が不可欠となってい

る。       

 平成 29 年 7 月から、佐用町の委託を受けて開始した地域生活支援拠点等事業では、新規で 4 名の登

録があった。障害者の高齢化・重度化を見据え、“親亡き後”も住み慣れた地域で安心して暮らし続け

られるよう、緊急時にすぐに相談ができ、適切なサービスを受けられるように、地域の福祉関連機関と

連携して、利用者の生活を地域全体で支えるサービス（①相談、②体験の機会・場、③緊急時の受入れ・

対応、④専門性、⑤地域の体制づくり）提供の体制を整える事に努めた。個々の相談ケースにおいて、

緊急の対応を要したケースが 1 件あった。今後も事業の周知や各施設へ協力依頼を求めていく事が必要

である。 

 令和元年度は、相談ケースの増加に対応し、専任の相談支援専門員を 2 名配置した。令和 2 年度より、

実践力の高い相談支援専門員養成の為、現行の初任者研修、現任者研修のカリキュラム変更があり、相

談支援に関して一定の実務経験が求められるようになる。実践の積み重ねを行いながら、よりきめ細か

な相談対応やサービスの質の向上を図っていき、佐用町行政をはじめとして、地域自立支援協議会や関

係機関等、広域での連携をもとに地域の課題に取り組んでいきたい。また将来的な基幹相談支援センタ

ーの設置も視野に、佐用町と協議・検討していく事や、市町村における包括的な相談支援体制の推進に、
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連携を図っていく所である。 

◎主な業務内容  

・本人や家族の方からの相談受付、関係機関との連絡調整、在宅者への訪問 

・サービス等利用計画の作成とモニタリング 

・障害福祉制度、自立支援サービスの情報提供 

・福祉施設などの専門機関を紹介、見学、面談に同行 

・障害年金、各種手帳、日常生活用具申請等の助言 

・各種研修会、西播磨圏域各部会、佐用町相談支援連絡会、佐用町特別支援教育コーディネーター 

 研修会への出席 

・佐用町当事者交流会の実施（11 月 16 日、平福・瓜生原亭にて） 

 

 

 

◎地域生活支援拠点等事業  

 実施事業 

１．佐用町障害者地域自立支援協議会及び、佐用町障害者施設等連絡会にて、実績報告と事業計画の周

知（5月） 

２．対象者からの相談、登録、面談。各事業所へ情報提供、利用調整。 

３．登録者の緊急受入れ対応（１件）。登録者との定期面談。 

（登録者 14名、R2.3.31現在）   

◎相談者実人数(H31.4～R2.3) ◎障害別相談件数（H31.4～R2.3）

者 児 計

身体 91 0 91

知的 98 15 113

精神 32 0 32 身体 112 0 129 5 5 142 531 0 0 924

その他 4 40 44 知的 59 11 168 0 4 171 476 0 0 889

計 225 55 280 精神 33 16 103 0 4 45 277 1 1 480

児童 16 20 190 0 8 112 492 2 2 842

その他 0 0 0 0 0 0 11 12 19 42

計 220 47 590 5 21 470 1,787 15 22 3,177

身体 250 5 26 18 0 24 6 7 1 1 2 142 442

知的 200 10 10 12 0 19 1 4 15 4 6 167 441

精神 107 17 33 43 0 19 13 12 34 7 2 42 151

児童 331 14 3 9 40 20 0 1 0 1 5 107 311

その他 6 2 0 0 0 0 0 0 2 3 2 0 27

計 894 48 72 82 40 82 20 24 52 16 17 458 1,372

889

480

842

42

3,177

※平成30年度　2,511件

権利擁
護

利用計
画・ﾓﾆ
ﾀﾘﾝｸﾞ

その他 計

924

保育・
教育

家族関
係・人
間関係

家計・
経済

生活技
術

就労
社会参
加・余
暇活動

圏域活
動

その他 計

※会議・・・個別支援会議、ｹｱ会議、ｻｰﾋﾞｽ担当者会議、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ会議等

◎障害別相談内容（H31.4～R2.3）

福祉ｻｰ
ﾋﾞｽの
利用、
苦情

障害や
病状の
理解

健康・
医療

不安の
解消・
情緒の
安定

来所相
談

電話相
談

電子ﾒｰ
ﾙ・FAX

同行 会議※

関係機
関との
連絡調
整

訪問
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5．地域活動支援センター あさぎり 

【地域活動支援センターⅢ型】 

佐用町在住利用者 15 名（8 月より１名利用開始）が利用された。作業面では、業者からの下請け作業「山陽ダ

イヤパーサーヴィスのタオルたたみ」を中心に「箱折」などの作業が途切れないように確保に努めた。また、作業

以外にも地域行事へ出店し各団体と交流を行った。４月には「いちょう園祭り」に参加し、いちょう園の利用者や

地域の方とも交流を行った。 

意欲を持ち活動ができるように、外部講師を招き、創作活動を提供した。 

また、出席率を安定させるために、花見や七夕まつり・バーベキュー、食事の提供など出席意欲が持てるよう

に取り組んだ。 

 

令和元年度あさぎり利用状況 

 

 

  

0

5

10

15

20

25

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

月別全平均出席日数

出席者平均日数 あさぎり開所日数

平成３０年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用人数 14 14 14 14 14 14 15 15 15 15 15 15

利用累計延べ日数 195 186 204 198 170 151 203 226 188 186 195 201 2303

利用率（%） 69.64% 63.27% 69.39% 67.35% 60.71% 59.92% 67.67% 71.75% 65.96% 59.05% 68.42% 67.00% 65.91%

令和元年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用人数 14 14 14 14 15 15 15 15 15 15 15 15

利用累計延べ日数 265 172 206 194 162 219 221 214 223 161 200 181 2418

利用率（%） 99.62% 68.25% 73.57% 62.99% 54.00% 69.52% 66.97% 67.94% 74.33% 56.49% 74.07% 57.46% 68.38%

あさぎり利用率
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説明・情報

不足

12%

職員の態度

38%

サービス内容

19%

本人の要望、希望

6%

その他

25%

想定起因

ケアの内

容にかか

わる事項

54%

その他

46%

相談の分類相談の分類 件数
ケアの内容にかかわる事項 7
個人の嗜好・選択にかかわる事項 0
財産管理・遺品・遺言等 0
施策・法律にかかわる要望 0
その他 6

合計 13

申出人の要望 件数
話を聞いて欲しい 0
教えて欲しい 3
回答が欲しい 7
調査して欲しい 5
改めて欲しい 4
その他 0

合計 19

想定起因 件数
説明・情報不足 2
職員の態度 6
サービス内容 3
権利侵害 0
本人の要望、希望 1
その他 4

合計 12

6．その他 

 

⚫ 意見・要望・苦情解決報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

教えて

欲しい

16%

回答が

欲しい

37%

調査して

欲しい

26%

改めて

欲しい

21%

申出人の要望
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ぎんなん

42%

のぞみ

41%

通所

17%

ヒヤリはっと 部署別割合

①転倒・

転落
20%

②入浴

4%

③誤嚥（窒

息）
4%

④薬関係

24%⑤自傷

0%

⑥暴力

26%

⑦無届外出

4%

⑧送迎

0%

⑨その他

18%

ヒヤリはっと 種別割合

ぎんなん

39%

のぞみ

37%

通所

24%

事故報告 部署別割合

①転倒・転

落
26%

②入浴
4%

④薬関係
23%

⑤自傷
1%

⑥暴力
3%

⑦無届外

出
8%

⑧送迎
6%

⑨その他
29%

事故報告 種類別割合

⚫ リスクマネジメント報告 

【事故報告】計 70件 

  

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽは、通所に含む。 

 

【ヒヤリはっと報告】計 54件 

 

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽは、通所に含む。 

  

ぎんなん 27 ①転倒・転落 18

のぞみ 26 ②入浴 3

通所 17 ③誤嚥（窒息） 0

合計 70 ④薬関係 16

⑤自傷 1

⑥暴力 2

⑦無届外出 6

⑧送迎 4

⑨その他 20

合計 70

【部署別件数】 【種別件数】

ぎんなん 23 ①転倒・転落 11

のぞみ 22 ②入浴 2

通所 9 ③誤嚥（窒息） 2

合計 54 ④薬関係 13

⑤自傷 0

⑥暴力 14

⑦無届外出 2

⑧送迎 0

⑨その他 10

合計 54

【部署別件数】 【種別件数】

平成 30 年度に比べ、ぎんなん寮では転倒が増えてき

た。 

 のぞみ寮は薬の服薬忘れがあり、以前は自分で服薬出

来ていた方にも介助が必要な人が増えた。 

 通所では、作業関係の事故が多かった。 

どの項目も、事故報告が多く、ヒヤリはっととしての

検討が後手に回ってしまった。 

 インシデントとして対応するために、さらなる取り組

みが必要。 
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⚫ 警備防災報告 

・避難訓練報告 

 

 

 

  

実施日 時間 想定 参加者 備考

4月9日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
利用者への事前指導
避難時ペア組み合わせ確認

5月27日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災
消防署、警察署、消防団、
近隣の方、利用者、職員

行政・地域との三位一体訓練

6月6日 午前 昼間・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 消火栓使用放水訓練

7月5日 午前 深夜・ぎんなん寮裏・土砂災害 利用者、職員 土砂災害想定避難訓練

8月6日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
消防署救急係との
緊急対応連携訓練

9月5日 午前 深夜・のぞみ寮・火災 利用者、職員 避難時ペア組み合わせ確認

10月6日 夜間 深夜・ぎんなん寮・火災 近隣の方、利用者、職員
職員非常招集訓練
19：30～夜間避難訓練

11月19日 午前 深夜・のぞみ寮・火災
消防署、利用者、職員
小野マルタマフーズ

消防署員による消火器使用訓練。
（小野マルタマフーズと合同）

12月3日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
訓練後、消防署員による
喉詰め対応講習

1月17日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
非常連絡網使用
職員非常招集演習

2月5日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 AED使用について施設内講習

3月11日 午前 昼間・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

実施日 時間 想定 参加者 備考

4月13日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

9月7日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

11月2日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

11月19日 午前 （なし）
消防署、利用者、職員
小野マルタマフーズ

消防署員指導消火器使用訓練
（いちょう園と合同）

2月22日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

3月20日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

実施日 時間 想定 参加者 備考

2月6日 午前 昼間・火災 利用者・職員
マニュアル、避難経路、避難場所の確認
火災警報器動作確認

令和元年度　障害者支援施設いちょう園　防災訓練実績記録

令和元年度　グループホームたんぽぽ　防災訓練実績記録

令和元年度　地域活動支援センターあさぎり　防災訓練実績記録

インフルエンザ

蔓延の為中止
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Ⅴ．人事育成報告 

  

 計画に沿って各種研修、採用、人事考課制度を実施した。 

 

1．外部研修報告 

 

 

  

月 日 テーマ（内容） 参加人数 場所
4 5 コーチングスキル研修 1 姫路

9 同一労働同一賃金対策 1 大阪

16 事務担当者フォローアップセミナー 1 名古屋

25 労務管理力養成講座 1 大阪

6 16 ルネス花北基礎講座 2 姫路

18,19 安全衛生推進者研修 1 姫路

20 接遇力向上講座 1 大阪

7 5 チームワーク及びコミュニケーション向上 1 大阪

5 播淡地区職員研修 2 姫路

6 ファシリテーター入門講座 1 大阪

10,11,12 朗務ゼミナール① 3 東京

21,22,23 全国知的障害者関係施設長等会議 3 横浜

23 ストレングスマネジメント実践者養成講座 1 大阪

24,25 近畿経営協研修会 1 大阪
25 社会福祉施設経営実務セミナー 1 大阪

8 1,2 サービス管理責任者研修 2 明石

2 福祉避難所研修（ほっとかへんネット佐用） 3 佐用

3,4,5 社会福祉法人経営者研修会　人事管理 3 神奈川

8 マイナビ採用戦線報告会 2 姫路

27 播淡地区施設長、代表者研修 1 姫路

28 虐待対応力向上研修 2 姫路

9 1 西播磨地域福祉避難所研修（実地訓練） 2 龍野

5 社会福祉法人会計セミナー「基本編」 2 大阪

10 福祉経営研究機構設立記念セミナー 1 大阪

12 サービス管理責任者研修 2 明石

14 強度行動障害研修 6 明石

24 地域福祉ゼミナール① 1 神戸

26 福祉総合相談研修（ほっとかへんネット佐用） 4 佐用

26,27 旭川荘セミナー 2 岡山

27 福祉の集い 1 神戸

10 4 「気づき」の力を高める研修会 2 大阪

22,23,24 全国知的障害施設職員研修 2 鹿児島

24 経営協１０月例会 1 神戸

29 強度行動障害研修 4 明石

11 7 中堅職員研修会 2 神戸

7,8 サービス管理責任者研修 1 明石

8 地域福祉ゼミナール② 1 神戸

10,11,12 朗務ゼミナール② 1 東京

13 播淡地区職員研修会 2 姫路

14 相談支援圏域フォローアップ研修会 2 龍野

19 強度行動障害研修 2 明石
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2．外部招聘研修報告 

 

3．内部研修（勉強会報告） 

 

 

 

 

月 日 テーマ（内容） 参加人数 場所

11 21,22 サービス管理責任者研修 1 明石

25,26 近畿施設長会 1 大阪

12 5 福祉総合相談研修（ほっとかへんネット佐用） 4 佐用

6 地域福祉ゼミナール③ 1 神戸

6 経営協トップセミナー 1 神戸

6 防災研修 2 三田

20 地域公益活動推進セミナー 1 神戸

1 11,12,13 知的障害援助専門員養成研修 3 大阪

21 賀詞交換会 2 神戸

21,24,28 行動援護従業者養成研修 2 姫路

24 経営協セミナー（後期） 1 神戸

24 地域福祉ゼミナール④ 1 神戸

28 社会福祉法人法人経営計画策定セミナー 1 神戸

31 メンバーシップ研修会 2 大阪

2 4 障害者雇用促進セミナー 1 姫路

16,17,18 朗務ゼミナール③ 1 東京

18 はりま福祉従業者研修 1 姫路

19 法人ブランディング＆広報ＰＲセミナー 2 大阪

支援員

※全職員対象研修は、一部の利用者当番除く

2 主任・副主任
2 あさぎり職員

1 支援員
1 救命講習（搬送法） 佐用消防署 支援員

1 歯科研修 福本歯科衛生士 支援員
1 メンタルヘルス研修 兵庫県精神福祉士会 全職員

2 介護技術研修 千種川リハビリテーションセンター
原田社会保険労務士

佐用消防署

『共有する力』育成研修3 あさぎり職員

1 虐待防止 兵庫県社会福祉士会 支援員
1 アンガーマネジメント クリーンアドバイス 全職員

1 交通安全講習 佐用警察署 全職員

2 若手職員中心に7名新人・若手職員研修 原田社会保険労務士
原田社会保険労務士
原田社会保険労務士

『育てる力』育成研修
『問題解決力』育成研修

開催回数 参加対象テーマ 講師等

喉詰め対応講習

月 参加対象
4月 全職員
5月 全職員
6月 全職員

全職員
全職員

9月 全職員
全職員
全職員

11月 全職員
12月 全職員

全職員
若手職員

3月 支援員

防災計画

諸記録作成

財務担当
自閉症研究委員会

リスクマネジメント委員会

やさしい言葉委員会
介護技術向上委員会

虐待防止委員会

企画推進室
防災担当

2月

10月
嘔吐物処理対応 保健部

テーマ
事業計画、支援計画
事業報告、支援報告
施設内美化について

決算報告
自閉症スペクトラムについて
リスクマネジメントについて

言葉遣いの改善
介護について

虐待防止について

主催及び担当
企画推進室、企画運営部
企画推進室、企画運営部

美化促進委員会

AED使用方法

防災担当
7月
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4．各委員会報告 

 

 

 

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

虐待防止委員会 6、10、1月

 施設の生活において、利用者の安全・権利を守る。

実施内容
7月3日、外部招聘研修を行った。事前に虐待についてのアンケートを行い、2月20日、3月15日31
日に職場内研修を行った。また、3月15日、31日に虐待防止DVD、不適切ケアDVDを視聴した。

リスクマネジメント委員会 偶数月、随時

利用者の安心、安全な暮らしを守るリスクマネジメントを行う。

実施内容
事故について、対策案の提案、決定実施、見直しを行った。ヒヤリはっと報告の奨励、及び業務改
善を行った。職員対象に勉強会を開催した。

自閉症研究委員会 奇数月

利用者一人ひとりの障害特性を理解し、安定した生活を送ることができるように支援する。

実施内容
一人ひとりの障害特性を理解する活動を中心に行った。障害特性を理解した上での、支援内容や
個別支援計画の作成などをチームで考え、現場に提案した。

個別支援計画検討委員会 随時

個別支援計画に沿った支援を提供する。

実施内容
個別支援計画に提供する支援を明記することを徹底した。新人職員に対して、個別支援について
の研修を行った。利用者担当職員に対しての研修が延期になっている。

献立管理委員会 毎月

 1ヵ月の献立のバランス、必要栄養素が摂取できているか検討を行う。

実施内容
メンバー2名にて委託業者作成の献立に、食材の重なりがないか、バランス、利用者の希望が取り
入れられているか確認し検討を行った。

実施内容
毎月の食事より、盛り付け方、献立通りの分量があるか等、利用者に関する問題があれば検討を
行った。

食事栄養管理委員会 不定期

よりよい食事提供を行う為に、利用者の希望、嗜好、健康面に配慮するにあたり、委託業者との調整を保つ。

実施内容 利用者の体調管理、希望より問題があればその都度検討を行った。

感染症対策委員会 偶数月

感染症の蔓延を防ぐ為、情報収集と共有を行う。

実施内容
・近隣のインフルエンザ・ノロウイルス・新型コロナウイルス等の蔓延情報収集。
・手洗いうがいの奨励。・施設内消毒。・インフルエンザの予防接種。・新型コロナウイルス感染対策
として来園者の体調チェック。

給食委員会 毎月15日、
隔月マルタマ参加利用者の体重の増減、食事摂取量等の管理を行う。
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委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

委員会名 日程

目的

就労継続支援B型事業所 開発検討委員会 随時

2020年度に、新たに就労支援B型事業所を開設する。

実施内容
作業場所、作業内容の検討と調整。事務所の建設、備品整備。利用者検討、アセスメント。
事業所申請、助成金申請。令和2年4月開設。

グループホーム開発検討委員会 随時

地域のニーズに応え、必要なサービスを新設、拡張する。

実施内容
令和3年4月開所に延期となる。GHの物件を決定した。他の施設を見学し、サービス支援内容につ
いて検討し、入所者候補選定に至っている。

支援向上委員会 偶数月

パート職員の資質向上と当会理念の浸透。

実施内容
理念である『いちょう園の心』より、テーマ毎にスピーチを行い、それに対して話し合いを持ち、多くの
職員から意見を集め、ビジョン実現のための検討材料とした。

運営改善委員会 毎月初日

社会情勢と法人内の現状に目を向け、地域及び利用者中心の支援を考える。

実施内容 利用者直接支援現場からの意見の汲み取り、改善。

美化促進委員会 奇数月

屋外、屋内の美化、環境を整え明るく気持ちの良い法人とする。

実施内容
トイレ掃除チェック及び、全職員対象に月2回の5S運動を開催。倉庫等の整理整頓。
職員対象に勉強会の開催。

介護技術向上委員会 偶数月

職員が介護技術を学び、安全安心な支援が出来る様にする。

実施内容 安全な支援を行えるように、毎月のワンポイントアドバイス等で介護技術を伝えた。

やさしい言葉委員会 奇数月

丁寧な言葉遣いと口調、表情で気持ちの良い対応を身に付ける。

実施内容
言葉遣いの標語を提示、会議前にやさしい言葉遣いマニュアルの一例を唱和して意識付け、職員
対象の勉強会開催、言葉遣いに関する保護者へのアンケートを実施。

マニュアル検討委員会 偶数月

各種マニュアルを管理し、業務の標準化を図る。

実施内容
必要に応じて、支援マニュアルの見直し、更新。
保健マニュアルの見直し、検討。

身体拘束廃止委員会 7,11,2

身体拘束廃止に向けた検討と対策。

実施内容
職員に施設での身体拘束と思われる事例についてのアンケートを実施、やむを得ない身体拘束に
ついての同意書作成。
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5．資格保持者数一覧 

 

 

6．職員報告 

〇採用 

・H31.4 支援員（正職・女性）1名 

・R1. 6 支援員（嘱託・女性）1名 

・R1. 8 看護師（パート・女性）1名 

・R1. 9 看護師（正職・女性）1名 

・R1. 9 支援員（パート・女性）1名 

・R1.11 看護師（正職・男性）1名 

・R2. 1 支援員（正職・男性）1名 

・R2. 2 支援員（正職・女性）2名 

 

〇退職 

・R1. 6 支援員（正職・女性）1名 

・R1.11 支援員（臨時・女性）1名 

・R1.12 看護師（正職・女性）1名 

・R2. 3 支援員（嘱託・女性）1名 

 

7．人事考課制度 

 ・評価者研修（年 1 回予定）… 4 月に実施 

 ・考課者研修（年 1 回予定）… 4 月、9 月に実施 

 ・被考課者への評価及び、面接指導（前期・後期予定） 

… 前期（4~9 月）、後期（10~3 月）の 2 回に分け実施。 

  

8 名
2 名

17 名

2 名
3 名
3 名

1 名

9 名
20 名
9 名

サービス管理責任者（基礎課程）

本年度2名受講

行動援護従業者

令和元年度2名受講

サービス管理責任者

強度行動障害支援者

相談支援専門員

　　〃（基礎課程のみ）

行動援護従業者養成研修

令和元年度3名受講

令和元年度6名受講

令和元年度受講無し
社会福祉士

精神保健福祉士

強度行動障害支援者養成研修（基礎）

強度行動障害支援者養成研修（実践）

介護福祉士
知的障害者援助専門員

社会福祉主事任用資格

資格習得、及び受講済み一覧

知的障害者援助専門員
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Ⅵ．設備修繕報告 

 

 1.主要備品等購入報告 

 

 

 

 2. 建物・設備修繕報告 

 

 

 

  

購入備品 業者 金額 備考

土地 小原氏 90,000¥        防災公園予定地

建物 大進建設 5,500,000¥    就労B事務所

車両 佐用自動車 1,886,626¥    就労B送迎用

プロジェクター リコージャパン 159,500¥      会議用

エアコン 福元水道 1,056,000¥    食堂用2台

パソコン リコージャパン 1,615,032¥    
デスクトップ型6台

ノート型6台

温水器 福元水道 448,200¥      ふれあい会館浴室用

建物・設備 施工業者 金額 備考

食堂ｶｳﾝﾀｰ取替工事 阿山建設 318,600¥        厨房

道路拡張工事 光土木 440,000¥        防災公園予定地

ガス回転釜修理 ホシザキ 171,050¥        厨房

電話回線工事 リコージャパン 299,970¥        就労B、相談支援

居室壁仕切工事 阿山建設 133,100¥        グループホーム

屋根修繕工事 阿山建設 330,000¥        地域活動支援センター
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※入退所情報 

【入所】1 名 

・佐用町 40 代男性（通所部） 

 

【退所】4 名 

・神戸市 90 代女性（入所部） 

・たつの市 70 代男性（入所部） 

・佐用町 70 代男性（通所部） 

・上郡町 50 代男性（通所部） 

 

【所属変更】 

・佐用町 60 代女性 

（通所部から入所部へ移行） 

・上郡町 40 代男性 

（通所部から入所部へ移行） 

・上郡町 50 代男性 

（通所部から入所部へ移行） 

 

最高齢： 84歳

最年少： 19歳 （通所女性）

(入所男性）

Ⅶ．資料 

 1.いちょう園 利用者実態（令和 2 年 3 月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平均年齢 55.1歳 （男性 55.8歳 女性 54.2歳 ）

入所部 58.5歳 （男性 58.8歳 女性 58.3歳 ) 通所部 46.9歳 （男性 50.2歳 女性 41.5歳 ）

施設全体
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2.沿革史 

 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子

を世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社

会福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎ

んなん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設

を」という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館

を兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害児相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業

所すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 旧NPO法人あさぎりを法人傘下へ。『地域活動支援センターあさぎり』として設立。 

⑧ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

 

【沿革史年表】 

  

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了

平成30年 3月 のぞみ寮外に洗濯場棟増設
平成30年 4月 地域活動支援センターあさぎり開設 地域活動支援センターⅢ型

　　〃　年 4月 相談支援事業所すまいる開設 特定相談支援事業者、障害児相談支
援事業者の指定

佐用町の委託を受け、
地域生活支援拠点事業開始

平成29年 7月

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

平成21年 4月 自立支援法新体系移行 施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

平成 7年 4月 いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

平成 9年 4月 いちょう園に名称変更 入所定員50名（重度20名）
通所定員22名
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ふれあい会館

グラウンド駐車場

のぞみ寮

倉庫

防災公園予定地
洗濯場

3.敷地内図等 

 

 【いちょう園敷地内図】 
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【いちょう園建物内図】 
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【2F】

階段

居
室
5
号

居
室
4
号

居
室
3
号

居
室
2
号

居
室
1
号 倉庫 便所

洗面
洗濯室

【1F】
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修
室
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業
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導
室

娯
楽
・
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話
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調理実習室 階段
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濯
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階
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ン
ダ

居
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（
洋
室

）

階
段 倉

庫
居室（和室）

洗濯干し場

居室（和室）

 

 

【ふれあい会館（自立訓練棟兼保護者会館）】                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域活動支援センターあさぎり】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2892-8） 

 


